
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 大和電設工業株式会社 上場取引所 大 
コード番号 1985 URL http://www.ddk.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 高澤 敏之
問合せ先責任者 （役職名） 取締役上席執行役員 企画総務部長 （氏名） 結城 澄雄 TEL 022-216-3115
四半期報告書提出予定日 平成22年11月8日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 6,036 △6.5 102 62.6 123 36.3 54 △23.8
22年3月期第2四半期 6,455 0.2 62 892.0 90 124.4 71 △2.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 4.80 ―
22年3月期第2四半期 6.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,771 4,730 59.8 407.97
22年3月期 7,528 4,757 62.1 410.34

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  4,648百万円 22年3月期  4,676百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 6.00 6.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 6.00 6.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,500 4.5 330 △14.6 370 △16.1 190 △72.3 16.67



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 11,467,250株 22年3月期  11,467,250株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  73,963株 22年3月期  71,529株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 11,394,693株 22年3月期2Q  11,398,858株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長に伴う輸出の拡大や景気対策効果等により、

企業業績は緩やかな回復基調にあるものの、厳しい雇用情勢やデフレ環境は継続しており、円高傾向が強まるなど依

然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 情報通信分野におきましては、自治体による情報通信基盤整備事業など地域経済活性化に向けた様々な施策が推進

されているものの、光アクセス関連工事の伸びの鈍化や情報通信事業者間における市場競争の拡大など、依然として

厳しい状況が続いております。 

 このような事業環境のもと、当第２四半期の業績につきましては、受注高は119億97百万円（前年同期比54.8％

増）、完成工事高は60億36百万円（同6.5％減）となりました。損益面につきましては、営業利益は１億２百万円

（同62.6％増）、経常利益は１億23百万円（同36.3％増）、四半期純利益は54百万円（同23.8％減）となりました。

  セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 建設事業 

 情報通信基盤整備関連の受注が順調に推移し、受注高は116億90百万円（前年同期比55.8％増）となったもの

の、光アクセス関連工事の減少により、完成工事高は59億９百万円（同6.1％減）となりました。 

② 情報システム事業 

 栄養給食管理システム（ニュートリメイト）の受注が順調に推移し、受注高は３億６百万円（同24.9％増）とな

ったものの、システムの引渡しが第３四半期連結会計期間以降となったため、完成工事高は１億26百万円（同

23.4％減）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して２億43百万円増加し77億71百万円

となりました。主な要因は、未成工事支出金の増加14億42百万円、関係会社預け金の増加４億円及び前連結会計年度

末に完成した工事に対する受取手形・完成工事未収入金の回収による減少16億90百万円であります。 

負債総額につきましては、前連結会計年度末と比較して２億69百万円増加し30億41百万円となりました。主な要

因は、当第２四半期会計期間末に完成した工事に対する工事未払金の増加２億10百万円であります。 

純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して26百万円減少し47億30百万円となり、自己資本比率は

59.8％となりました。主な要因は、その他有価証券評価差額金の減少13百万円及び利益剰余金の減少13百万円であり

ます。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、８億39百万円となり、

前連結会計年度末に比べ３億94百万円の増加となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果増加した資金は５億75百万円（前年同期は６億55百万円の増加）であります。主な増加要因

は、売上債権の減少による資金の増加16億90百万円、仕入債務の増加２億10百万円及び未成工事受入金の増加１

億66百万円であり、主な減少要因は、たな卸資産の増加14億35百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果減少した資金は１億11百万円（前年同期は12百万円の減少）であります。主な要因は、固定資

産の取得による支出１億11百万円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果減少した資金は69百万円（前年同期は１億24百万円の減少）であります。主な要因は、配当金

の支払額67百万円であります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月11日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

 また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は、それぞれ154千円、税金等調整前四半期純利

益は1,534千円減少しております。 

（不動産賃貸費用の計上基準） 

 営業外収益の賃貸収入に対する賃貸費用は、従来、販売費及び一般管理費に含めて計上しておりましたが、営

業上の費用収益及び営業外の費用収益の対応を適正に表示するため、第１四半期連結会計期間より営業外費用の

「賃貸費用」に計上する方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べ、当第２四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は4,853千円減少し、営業

利益は同額増加しております。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 138,533 144,396

関係会社預け金 700,467 300,079

受取手形・完成工事未収入金 1,961,304 3,652,282

未成工事支出金 1,920,922 478,560

材料貯蔵品 159,568 166,377

繰延税金資産 81,456 95,881

その他 157,288 119,905

貸倒引当金 △10,919 △22,318

流動資産合計 5,108,623 4,935,165

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 221,837 230,604

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 34,983 38,680

土地 1,568,080 1,568,080

リース資産（純額） 10,090 9,634

建設仮勘定 97,234 －

有形固定資産計 1,932,224 1,846,999

無形固定資産   

ソフトウエア 74,727 69,818

その他 2,430 1,873

無形固定資産計 77,158 71,691

投資その他の資産   

投資有価証券 300,051 325,456

長期貸付金 9,544 10,023

繰延税金資産 309,368 315,293

その他 93,401 99,060

貸倒引当金 △58,435 △74,758

投資その他の資産計 653,930 675,075

固定資産合計 2,663,313 2,593,766

資産合計 7,771,937 7,528,932
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

工事未払金 1,680,011 1,469,411

未払法人税等 50,331 56,085

未成工事受入金 204,249 37,408

賞与引当金 152,625 188,463

役員賞与引当金 6,000 22,000

工事損失引当金 13,200 2,800

その他 160,166 180,428

流動負債合計 2,266,583 1,956,597

固定負債   

リース債務 7,566 7,463

長期未払金 831 735

繰延税金負債 3,606 2,736

退職給付引当金 702,216 737,045

役員退職慰労引当金 57,202 65,357

資産除去債務 3,606 －

負ののれん － 1,688

固定負債合計 775,030 815,028

負債合計 3,041,613 2,771,625

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,049,362 1,049,362

資本剰余金 932,637 932,637

利益剰余金 2,758,919 2,772,571

自己株式 △14,502 △14,062

株主資本合計 4,726,416 4,740,509

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △78,305 △64,435

評価・換算差額等合計 △78,305 △64,435

少数株主持分 82,213 81,233

純資産合計 4,730,323 4,757,306

負債純資産合計 7,771,937 7,528,932
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

完成工事高 6,455,425 6,036,065

完成工事原価 5,909,370 5,462,213

完成工事総利益 546,054 573,851

販売費及び一般管理費 483,152 471,568

営業利益 62,901 102,282

営業外収益   

受取利息 467 845

受取配当金 4,454 4,736

負ののれん償却額 4,697 1,688

受取地代家賃 12,348 12,694

その他 6,334 6,193

営業外収益合計 28,301 26,158

営業外費用   

支払利息 98 307

貸倒引当金繰入額 － 102

支払手数料 785 －

賃貸費用 － 4,853

その他 14 54

営業外費用合計 898 5,317

経常利益 90,305 123,124

特別利益   

固定資産売却益 16,711 49

貸倒引当金戻入額 5,965 12,209

役員退職慰労引当金戻入額 100 622

特別利益合計 22,776 12,880

特別損失   

固定資産売却損 390 122

固定資産除却損 23,898 143

投資有価証券評価損 － 3,026

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,380

特別損失合計 24,288 4,671

税金等調整前四半期純利益 88,793 131,333

法人税、住民税及び事業税 10,820 44,918

法人税等調整額 15,334 30,711

法人税等合計 26,154 75,630

少数株主損益調整前四半期純利益 － 55,702

少数株主利益又は少数株主損失（△） △9,214 980

四半期純利益 71,852 54,722
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 88,793 131,333

減価償却費 41,953 36,069

のれん償却額 △2,614 △1,688

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,965 △27,721

賞与引当金の増減額（△は減少） △59,879 △35,838

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △16,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,000 10,400

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17,802 △34,828

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,729 △8,155

受取利息及び受取配当金 △4,921 △5,582

支払利息 98 307

有形固定資産売却損益（△は益） △16,320 73

有形固定資産除却損 20,658 143

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,026

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,380

売上債権の増減額（△は増加） 1,746,661 1,690,977

たな卸資産の増減額（△は増加） △715,330 △1,435,554

仕入債務の増減額（△は減少） △344,670 210,600

未成工事受入金の増減額（△は減少） 28,903 166,840

未払消費税等の増減額（△は減少） △39,254 △62,632

その他 △32,643 1,006

小計 680,395 624,156

利息及び配当金の受取額 4,921 5,372

利息の支払額 △124 △320

法人税等の支払額 △29,403 △53,484

営業活動によるキャッシュ・フロー 655,789 575,722

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △25,677 △101,859

有形固定資産の売却による収入 24,183 159

無形固定資産の取得による支出 △17,086 △9,858

無形固定資産の売却による収入 5 5

投資有価証券の取得による支出 － △984

貸付けによる支出 △500 －

貸付金の回収による収入 6,360 979

その他 － 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,714 △111,556

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △10,000 －

自己株式の取得による支出 △419 △440

配当金の支払額 △113,055 △67,872

その他 △689 △1,327

財務活動によるキャッシュ・フロー △124,163 △69,640

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 518,911 394,524

現金及び現金同等物の期首残高 71,836 444,476

現金及び現金同等物の四半期末残高 590,747 839,001
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 該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計に占める建設事業の割合がいずれも90％を超えているため、記

載を省略しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため、記載しておりません。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、建設事業を中心に事業活動を展開しております。なお、「建設事業」、「情報システム事業」を報告セ

グメントとしております。 

 「建設事業」は、地下施設に通信ケーブルを布設し、または建柱を行って通信ケーブルを架渉し、ケーブル相互

間の接続及び通話試験を行う工事並びに道路等を掘削し、管路の地下埋設、マンホールの築造を行う工事等を行っ

ております。「情報システム事業」は、情報システムの企画、設計、構築、メンテナンス並びにソフトウエアの設

計及び開発・販売等を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額△214,635千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

建設事業
情報システム

事業 
計

売上高           

外部顧客への売上高  5,909,843  126,222  6,036,065  －  6,036,065

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 －  －  －  －  －

計  5,909,843  126,222  6,036,065  －  6,036,065

セグメント利益又は損失(△)   327,884  △10,966  316,918  △214,635  102,282

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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